
ヒヌマイトトンボ保全回復事業計画

第１ 事業の目標

ヒヌマイトトンボは、本州及び対馬で生息が確認されている昆虫であり、生息適地の減少

により、現在減少傾向にある。京都府内においては北部地域の限定した箇所でのみ、本種の

生息が確認されており、個体数が極めて少ない状況から、絶滅の危機に瀕しているといえる。
ひん

本事業は、本種の府内における生息状況等の現状把握及びモニタリングを行い、その結果

を踏まえて、生息地への不用意な立入りや密猟の防止等並びに生息環境の維持及び改善を図

ること等により、本種が自然状態で安定的に存続することができる状態とすることを目標と

する。

第２ 事業の区域

京都府における本種の分布域

第３ 事業の内容

１ 生息状況等の把握及び生態等に関する知見の集積

本事業を適切かつ効果的に実施するため、必要に応じて以下の調査を実施する。

(1) 生息状況等の調査等

本種の分布、生息及び繁殖の状況、生息環境に関する調査を行い、情報を蓄積すると

ともに、それらの動向について定期的なモニタリングを行う。

なお、密猟等を助長しないよう、分布等生息場所を特定する情報については、取扱い

に十分注意する。

その結果、生息状況や生息環境に憂慮すべき変化が見られた場合には、原因解明のた

めの調査の実施等、必要に応じ、本種の保全に資する対策を講じる。

(2) 本種の保全に資する生物学的及び生態学的特性等の把握

本種の生物学的特性の解明、本種をとりまく生態系の構造の解明、各地域の個体群間

の遺伝的な変異や個体群内の遺伝的な多様性の把握等に関する調査を行う。

２ 地域における個体群の保護

密猟や生息地への不用意な立入り等個体群の維持に影響を及ぼすおそれのある行為を防

止するために、必要に応じて、生息地における監視及び保護柵、制札等の整備を行う。

３ 生息地における生息環境の維持及び改善

本種の生態等に関する専門知識を有する者の助言に基づき、１で得られた知見などを十

分に踏まえた対応策を検討し、その原因を把握するとともに、１で得られた知見及び本種

の生態等に関する専門的知識を有する者の助言に基づき、本種の生物学的及び生態学的特

性を十分に踏まえた効果的な対応策を検討し、必要に応じて主な生息地となる汽水域のヨ

シ原の保全等、本種の生育及び繁殖に適した環境の維持及び改善のための措置を講ずる。

なお、環境の維持及び改善のための措置を講ずる場合には、それにより生育地の生態系、



そこに生息又は生育する他の野生生物等の保全に影響を与えないような方法で行うものと

し、影響のおそれがある場合にはそのモニタリングを行うものとする。

４ 事業を効果的に推進するための方策

(1) 普及啓発の推進

本事業を実効あるものとするためには、保全団体、各種事業活動を行う事業者、国及

び関係地方公共団体、関係地域の住民をはじめとする府民等の理解と協力が不可欠であ

る。このため、本種の生息状況及び保全の必要性、保全回復事業の実施状況等に関する

普及啓発を進め、本種の保全に対する配慮と協力を幅広く働きかける。

また、国、関係地方公共団体、保全団体等は、研究機関、学校等の協力を得て、本種

及び本種の保全に理解を深めるための学習会の開催等など本種についての理解を深める

ための取組を行うことにより、生息地及びその周辺地域における自主的な保全活動の展

開が図られるよう努める。

なお、これらの取組については、本種の生態等に関する専門的な知識を有する者、本

種の保全に関わるＮＰＯ等、その他地元団体等の協力を得て進めるものとする。

(2) 公共事業等における配慮

１で得られた知見を活用しつつ、本種に与える影響を極力軽減した工法及び管理手法

の研究開発に努め、関係地域の住民の十分な理解を得つつ、生息地及びその周辺地域に

おける農業・農村整備及び河川整備への活用を図る。また、公共事業の実施にあたって

は、京都府において行われている「環」の公共事業の理念に基づき事業を実施するよう

配慮する。

(3) 効果的な事業の推進のための連携の確保

本事業の実施に当たっては、事業に係る国、関係府県及び関係市町の各行政機関、本

種の生態等の研究に携わる研究者、本種の生息地及びその周辺地域の住民等の関係者間

の連携を図り、効果的に事業が推進されるよう努める。

なお、生息状況等の調査、生態等に関する知見の集積、生息環境改善に必須の事業並

びに密猟防止対策については、保全対策の基本となる事業であり、府が主体的に取り組

むものであるが、それらの実施に当たっては条例に基づく府民協働による保全制度に基

づき取組を行う団体と連携して行う。


